
◎世界の赤十字・赤新月社等　　191社

１　沿　革 明治２２年（１８８９）　１０月１９日 ４　講習普及活動

日本赤十字社滋賀支部委員部設立事務所を置く ○ 令和６年度講習受講者数(人）

明治２８年（１８９５）　　４月６日 基礎講習 養成講習 短期講習

日本赤十字社滋賀支部創設 421 319 4,893

２　組織 会員 個　人 4,422人 16 505

　・機構 法　人 2,059法人 94 987

日本赤十字社　 東京都港区芝大門１－１－３ 81 447

社　長 清家　篤 ○ 指導員在籍（登録）者数(人）

副社長 鈴木 俊彦 165 健康生活支援講習 49

筒井　義信 22 幼児安全法 53

日本赤十字社滋賀県支部　 大津市京町四丁目３番38号 〇 防災学習

支部長 三日月　大造（滋賀県知事） ・ 令和６年度防災教育受講者数　2,993人（概数を含む）　実施回数　42回

副支部長 東　勝（滋賀県副知事） ５　青少年赤十字
　　　

校　　種 加盟学校数 学級・グループ数 メンバー数(人）

小椋　正清（滋賀県市長会長） 幼稚園等 9 55 1,168

伊藤　定勉（滋賀県町村会長） 小学校 164 2,224 51,311

日本赤十字社理事 坂口　康一 中学校 47 648 19,198

日本赤十字社代議員 坂口　康一 義務教育学校 2 18 328

児島　多鶴子 高等学校 13 61 2,740

支部監査委員 北村　嘉英 特別支援 1 61 402

藤本　武司 ６　赤十字奉仕団

評議員（３０） 地区選出 26人 団　数 団員数(人）

支部長選出 　4人 地　　域 49 11,318

地区分区（２１） 市地区 13地区 青　　年 2 88

郡地区 2地区 特　　殊 2 116

町分区 6分区 ７　医療事業

支部管内施設 病　院 3病院 ○ 大津赤十字病院 [基幹災害医療センター・高度救命救急センター]

血液センター 1センター 院　長 小川　修 職員数 1,524人

看護学校 1校 病床数　 672床 １日平均(人）

３　災害救護 入　　院 194,220 532

○ 常備救護班 外　　来 351,037 1,451

大津赤十字病院 ４個班 ○ 大津赤十字志賀病院

大津赤十字志賀病院 １個班 院　長 土井　隆一郎 職員数 165人

長浜赤十字病院 ３個班 病床数　 150床

○ 義援金、海外救援金受付状況 １日平均(人）

義援金等名称 金額（円） 入　　院 35,588 98

本年度分 累計 外　　来 51,982 215

730,486 同左 ○ 長浜赤十字病院 [地域災害医療センター・救命救急センター]

7,028,442 同左 院　長 楠井　隆 職員数 952

423,905 同左 病床数　 492床

1,528,715 同左 １日平均(人）

41,321,813 191,337,333 入　　院 133,312 365

2,388,633 同左 外　　来 233,021 959

224,395 同左 （7　医療事業にかかる職員数、病床数、総患者数(1日平均数含）は、令和６年度数値）

1,802 4,388 ８　看護師養成

11,313 499,184 ○ 大津赤十字看護専門学校

262,729 676,133 学　校　長（兼） 小川　修 専任教員等 11人（大津赤十字病院計上済職員数の再掲）

602,222 22,806,809 令和6年度養成人員（人）

145 2,264 １年 2年 3年 合計

27 33 22 82

○ NHK海外たすけあい分 ９　血液事業

1,299 件 5,561,486 円 ○ 滋賀県赤十字血液センター

所　長       中村　一 職員数　80人 （職員数は令和６年度数値）

○ 災害救援物資 種  別 保有数（個） 令和６年度献血者数(人）
        出張所(1)びわ湖草津献血ルーム(草津市)

備蓄状況 毛　　布 9,376 血漿献血 血小板献血 400ｍL献血 200ｍL献血 合　　計

緊急セット 1,055 4,576 4,835 42,526 1,361 53,298

安眠セット 365 １0　有功会

大判タオル 492 日本赤十字社滋賀県支部有功会　　会長　大道　良夫

災害見舞用タオル 329 昭和48年10月1日発足　　　会員数　　320人

タオルケット 1,189 １1　支部事務局

事務局長 西出　佳弘 職員数　13人 (単位：円）

令和７年度事業予算額（事業収入等を含む） 216,822,000

令和７年度社資募集目標額 172,954,000

            (特に断りのない統計数値等は、令和７年３月31日現在）

（各物資は支部事務所及び支部災害救護倉庫（草津市・血液センター敷地
内）と大津・大津志賀・長浜赤十字病院へ分置。そのほか、災害救護資機材も
整備）

総患者数(人）

総患者数(人）

総患者数(人）

令和６年７月25日からの大雨災害義援金

令和６年９月能登半島大雨災害義援金

令和７年大船渡市赤崎町林野火災義援金

2024年台湾東部沖地震救援金

レバノン人道危機救援金

バングラディシュ南部避難民救援金

アフガニスタン人道危機救援金

イスラエル・ガザ人道危機救援金

ウクライナ人道危機救援金

中東人道危機救援金

令和６年沖縄県北部豪雨災害義援金

令和６年能登半島地震災害義援金

日本赤十字社滋賀県支部の概要　　
　

赤十字の基本原則　　　人道　　　公平　　　中立　　　独立　　　奉仕　　　単一　　　世界性

救急法

水上安全法

健康生活支援講習

幼児安全法

救急法

水上安全法
（登録者には赤十字職員を含む）


